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21世紀の産業革命：
炭素狩猟社会から炭素耕作社会への進化
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炭素耕作による
カーボンネガティブ社会の実現

目指す社会
目標：2050年に、イネ樹木藻類の炭素耕作により、それぞれ、

1200万トン、2900万トンおよび300万トン相当の炭素貯留と、
その利用による産業の創成を実現。
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脱化学肥料
消費者の意識か変わる
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ハイオマス由来材料の機能・性能を高める
新材料・産業を海外へ事業展開

運ひ、加工する
消費者に届ける
9バイオマス新産業を創出する

~•• 1l1哨百L·

" 
12 ~;.~:: 113::::；景を 14 =~!'"" 115 :::”も

ぷ)IGl>$1!:
ヽ

• ..、

＾
蒼



` 本拠点の目指すもの
炭素耕作の本質は、バイオマスの積極的な生産・価値化・循環再利用化です。

バイオマスの固定量を大きく増大させるとともに、炭栗蓄積量を増大させる栽培法の

開発によりカーボンネガティブ特性の付与を実現します。

さらに、バイオマスの高付加価値化を強力に推進し、経済性から放棄され末利用と

なっている土地を全面的にバイオマス生産地へと転換します。本拠点では、米、木材、

藻類の技術を中心とした炭素耕作を推進します。
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CO2固定能カ・バイオマス生産能力の

高い品種を開発する。

食料危機への安全保障としても有用。

炭素固定速度を最重要視した短伐期
高効率の新しい林業を創出する。

周囲が海で囲まれている日木にとって
大きな可能性のある藻類を用いた炭素
耕作による燃料生産技術を確立する。



炭素耕作
Carbon Cultivationとは？
バイオ技術により炭素(CO2) を固定し、材料、エネルギーを生産、価値化、循燥再利用する
人類は農業の発明により狩猟社会から耕作社会に変革し、大皇の食料獲得に成功したが、エネルギーと材料は古代に固定さ

れた炭素杏源である化石燃料に依存した狩猟型炭素社会が続いている。化石燃料を利用した現在の文明の発展により、

CO2増加の課題をかかえてしまった。CO2固定は光合成でのみ可能だが、日本の農業や森林で固定されるCO2の量は排出量

のわずか1/10以下。しかも固定された炭素の多くは有効に利用されていない。この課題に取り組む新たな技術と社会作りが

急務となった。我々は、炭素狩猟社会から炭素耕作社会に進化させる “21世紀の産業革命実現”に挑戦する。
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大気中に排出される膨大な二酸化炭素を吸収できるのは光合成のみ。
IPCC Climate Change 2021より抜粋

人類が放出するC応の量は、炭素換算で年間

110億トンと推算されている。一方陸上の光合成

で固定されるCO2は、自然界では1130億トン、農

業や林業などの人為的なものが、290億トンと推

算されている。そのほとんどが呼吸や燃焼により

再びCO迄して放出され、自然界で19億トン、農

業や林業などで34億トンが固定されていると推

算されている。大気中のCO2を吸収する様々な技

術が提案されているが、排出される膨大なCO造

吸収する手段は光合成以外にはありえない。

カーポンネガティブ実現の

考え方と各ターゲットの位置づけ ----
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イネ樹木及び藻類による光合成で固定した炭索を材料と燃料で利用し、利用できなかったバイオマスを処理して肥料にする

とともに余剰の炭素を貯留する。このサイクルを社会が受容し、実現するための手段を構築する。サイクルを回すには、それぞ

れの段階において社会実装を実現するごとが必要なので、様々な企業が参画して社会実装を進める。
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研究課題のご紹介
農業や林業によるCO2固定量を増やし、バイオマス由来の燃料で化石資源由来のCO2排出を減らし、材料への

変換や炭素貯留によりバイオマス由来のCO2発生を減らします。本拠点は、光合成のポテンシャルを最大限に

活用する炭素耕作によりカーポンネガティブの限界に挑戦します。

具体的な社会実装：

農林水産業におけるバイオマス新産業の創出及び化石資源依存産業の代替

•稲作でのメタン生成の抑制、CO2固定、地域経済活性化の推進

（米の増産は食料安全保障にも寄与します。）

•林業における早生樹を用いた炭素耕作による、炭素貯留量の増量

•化石資源由来のプラスチックを代替し、地域バイオマス産業クラスターを創成

（健全な森林は防災•減災につながります。）

•水産業における漁港遊休施設などの活用による、海洋微細藻類の大規模培養プラントの構築

炭素貯留と代替燃料生産の推進

このビジョンを実現するために5つのターゲソトを設定しました。

〇炭素耕作型農林業の確立 〇炭素耕作による材料開発技術の確立 0炭素耕作による燃料生産技術の確立

〇炭素耕作で生成する温室効果ガス削減と廃棄物処理技術の確立 〇炭素耕作を受容する社会の実現

これらのターゲットに基づき、5つの研究課題と目標を設定しました。

一持続可能な炭素耕作技術の開発
カーポンニュートラルに貢献する陸地のグリーン

カーボンとして「イネ」「樹木」、海洋ブルーカーボン

として「微細藻類」をターゲットとし、効率的なバイオ

マス利用を目指します。これらのターゲットは、それ

ぞれに高いC釦固定貯留能力を持つ一方で、バイ

オマスのカスケード利用、バイオマスブラスチック

などバイオマス資源利用、家畜添加飼料などの利

用、資源循環による肥料利用は十分に進んでいな

いこと樹木においては、東南アジアなどで天然林

の減少、森林の違法伐採等の課題も挙げられてい

ます。本研究課題では、陸地のグリーンカーボン、海

洋のブルーカーボンのバイオマス生産、カスケード

利用、全体の資源循環の構築による持続的なバイ

オマス材料耕作システムの開発に取り組みます。
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一炭素耕作による材料開発技術の開発
バイオマスが有する化石資源の代替としてのポテンシャルは絶大です。

本研究課題では、バイオマスを原料として、化石資源に由来する材料の代わりとなる様々な材料を開発します。

特に、高い環境調和性を有したバイオマス材料の設計及び化学品開発を目指します。主な対象はイネや木質な

どの植物バイオマスとし、その中心的な構成成

分であるセルロース、ヘミセルロース、リグニン

の有用物質への変換技術を開発します。また、東

南アジアに豊富に存在するオイルパーム、さらに

は藻類バイオマスをも対象とし、それらのバイオ

マスから抽出した植物油脂の変換技術開発も行

います。これらのグリーンプロダグソの社会実装

を見据え、産学連携による研究開発の加速化、

対象とする未利用資源を豊富に有する海外新

興国（特にASEAN)との協業展開にも取り組み

ます。

一炭素耕作による燃料生産技術の開発
水素は燃焼時に水しか生成しないこと、再生可能エネル

ギーを含む多様なエネルギー源からの生産・貯蔵・運搬

が可能なこと、電力、運輸、熱•産業プロセスのあらゆる

分野に利用することで脱炭秦化が可能なことなどから、

究極のクリーンエネルギーとして期待されています。た

だし現行の主要な水素製造技術は化石エネルギーを原

料とするため、ごれに由来するCO2を排出するという重

要な課題があり、社会実装に向けてCO2フリー水素の生

産コストを大幅に低減する必要があります。

本研究課題では、バイオマスを原料としたCO2フリー水

素生産プロセスの開発を中長期的課題、これと共通の基

盤技術を利用した液体燃料生産プロセスの開発を短中

期的な課題として、研究開発を行います。
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一炭素耕作で生成する温室効果ガス削減と
廃棄物処理技術の開発

よ

バイオマス耕作において、各技術工程から排出される廃

棄物を適切にリサイクルするごとは、持続可能性や環境

保全の観点で重要な課題といえます。本研究課題では、

課題 1 、 2 、 3において排出される再利用が困難な廃棄物

を畜産業廃棄物と混合した共発酵技術の開発を行い、

効率的なメタン固収技術の確立を目指します。次に、メタ

ン発酵後の残滋を炭化し、緩効性肥料に変換する技術

を開発するとともに、その効果を評価します。これらの要

素技術を組み合わせ、地域循環共生圏確立の加速化に

貢献できるような畜産業や農業をベースとする持続可

能なシステムを開発することを目指します。
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バイオマスは生産、加工、利用が地域から都市へ、国内から国

外へ広範囲に資源が循環され、一部には備蓄できるものと、

そうでないものを含むことから、よりその社会的プロセスが複

雑化しています。また、バイオマスにおけるカスケード利用の

プロセスにおいては経済合理性を有さない場合もあります。

本研究課題では、これらの背景を踏まえ、「炭素耕作社会」を

地域社会の持続性という観点でバックキャスティングして、社

会に受容される技術開発として評価する手法を開発します。

また、我が国の技術を、バイオマス資源が豊富なアジア各固

に広め、我が国を含めた広域での循蝶圏を構築するにあた

り、アジア各国の地域社会が抱える課題を明確にし、アジアで

の炭素循環（食・エネルギーと人の循環）の必然性に係るロ

ジックを構築します。これらのロジックに基づき、地域循環圏

フレームを構築し、新しい価値の創出につなげていきます。
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	★COI-NEXT_拠点パンフレットA4_Ｒ6修正版_page-0001
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	★COI-NEXT_拠点パンフレットA4_Ｒ6修正版_page-0004
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